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市
で
は
、
平
成　

年
度
に
ス

１９

ロ
ー
ラ
イ
フ
小
城
の
会
と
の
協
働

に
よ
り　
供
小
城
流
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
僑
を
策
定
し
、
そ
の
推

進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、　

月
を
ス
ロ
ー
ラ

１１

イ
フ
月
間
と
し
、
地
域
資
源
の
豊

富
さ
と
そ
の
良
さ
に
気
づ
き
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
事
業
を
取
り
ま

と
め
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
月
間
事
業

と
し
て
広
報
紙
を
作
成
し
発
信
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

月
間
の
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
健
康
増
進
課
と
連
携
し
、供
小

城
流
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ　

小
城
食
育

ま
つ
り
～
お
い
し
い供
和
僑　

食
で

育
む
心
と
体
～
僑を
テ
ー
マ
に「
食

＝
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
に
視
点
を
置

き
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
報
「
さ
く
ら
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

左
記
の
情
報
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
は
･･･

　

ス
ピ
ー
ド
や
効
率
性
も
大
切

で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
左

記
の
よ
う
な
価
値
観
の
変
化 

で
、
新
し
い
暮
ら
し
方
を
つ
く

り
あ
げ
、
生
活
の
質
を
高
め
よ

う
と
い
う
も
の
。

・
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
て
い
た

こ
と
の
中
に
あ
る
良
さ
に
気

づ
く

・
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
伝
統
・

文
化
･食
を
大
切
に
し
て
暮

ら
す
な
ど 

子
ど
も
手
当
の
申
請
は 

お
済
み
で
す
か
？　
　

　

本
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

手
当
の
対
象
者
が
４
月
分
か
ら
支

給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平
成　
２２

年
９
月　

日
ま
で
に
お
住
ま
い
の

３０

市
区
町
村
に
申
請
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
以
降
に
申
請
さ

２２

１０

れ
た
場
合
は
、
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
、
４
月
分
か

ら
申
請
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
２
階
）

※
所
得
制
限
等
で
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方 

や
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
中

２２

学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
が
い

て
申
請
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

子
育
て
支
援
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

水
田

　

☎　
−

８
８
２
１

７３

１１月は、
スローライフ月間です
〈テーマ〉～天山（やま）から有明海（うみ）へ水つむぎ～
【提供先・問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）
　担当　森永･熊谷　☎６３－８８０３　胃６３－８８０８
　e-mail　kikaku@city.ogi.lg.jp

＜募集事項＞
①スローライフをコンセプトとした事業の開催情報
　開催予定の団体等の方は、イベント名・日程（時間）・
場所・内容・主催者・問合せ先などの情報をお寄せください。
②小城のおにぎり“おぎにり”レシピ募集！
　あなたが考える小城市でできるおにぎりの材料を教え
てください。名称、作り方や材料、創作におけるＰＲなど
を記入の上、提出ください｡

｢おぎにりの定義｣
　１．小城の食の豊かさを感じるもの
　２．小城市内の食材で作る｡
　３．心を込めて手で握る｡
◆提出方法⇒ＦＡＸ､メール可
◆提出期限⇒９月２２日（水）
◆提出様式⇒各庁舎窓口、公民館、図書館に設置します。
　　　　　　（HPにも掲載しています。）
※提出していただきましたレシピについては、小城市に帰属します。
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で
は
、

交
通
事
故
死
者
数
の
全
体
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
が
年
々
増
加
し
、

約
半
数
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の

交
通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
処
す

る
た
め
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を
運
動
の
基
本
と
す
る
ほ

か
、
次
の
３
点
を
重
点
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

 

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

心
が
け

【
道
路
を
横
断
す
る
と
き
】

①
少
し
遠
回
り
で
も
、
横
断
歩
道

や
歩
道
橋
を
利
用
す
る
。

②
近
く
に
横
断
歩
道
が
な
い
と
き

は
、
で
き
る
だ
け
見
通
し
の
良

い
場
所
を
横
断
す
る
。

③
信
号
が
点
滅
し
て
い
る
時
は
、

無
理
し
て
渡
ら
ず
、
次
の
信
号

を
待
つ
。

【
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
】

①
路
上
の
障
害
物
や
駐
停
車
車
両

な
ど
の
脇
を
通
る
際
は
、
急
に

ド
ア
が
開
か
な
い
か
、
後
ろ
か

ら
車
が
来
て
い
な
い
か
注
意
す

る
。

②
信
号
機
の
な
い
交
差
点
な
ど
で

右
折
す
る
時
は
、
二
段
階
右
折

を
す
る
。

③
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
す
る
。

※　

歳
未
満
の
児
童
に
は
、
自
転

１３車
乗
用
中
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
る
努
力
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
車
を
運
転
す
る
と
き
】

①
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
に
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
、
年
長

の
お
子
さ
ん
に
は
全
席
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
心
が
け
る
。

②
歩
行
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
高

齢
者
や
児
童
を
見
か
け
た
ら
、

ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
間
隔
を
と
る

な
ど
注
意
を
し
な
が
ら
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

③
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
公
園

の
近
く
で
は
、
急
な
飛
び
出
し

の
危
険
が
あ
る
た
め
、
制
限
速

度
を
守
り
、
時
に
は
十
分
に
減

速
し
て
、
危
険
に
そ
な
え
ま

し
ょ
う
。

９月２１日～３０日秋の交通安全県民運動

９月３０日は
「交通事故死ゼロを目指す日」
【問合せ】　総務課　消防交通係　担当　栁川・三ツ家　☎６３－８８１８

重
点
目
標

１
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

　
（
特
に
、
反
射
材
用
品

等
の
着
用
の
推
進
）

２
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

３
飲
酒
運
転
の
根
絶
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 まちの話題
三
日
月
町
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

　

５
月　

日
（
火
）
か
ら
６
月

１８

　

日
（
火
）
ま
で
「
第　

回
三

２９

３０

日
月
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
」
が
開
催
さ
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

１
部　

優
勝　

大
寺
Ａ
チ
ー
ム

２
部　

優
勝　

五
条
チ
ー
ム

３
部　

優
勝　

袴
田
チ
ー
ム

付
加
年
金
制
度
を 

ご
存
知
で
す
か
？

　

付
加
年
金
と
は
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
（
及
び
任
意
加
入

被
保
険
者
）
の
方
が
加
入
で
き
る

制
度
で
す
。

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
月
額
４

０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

と
老
齢
基
礎
年
金
に
次
の
式
で
計

算
し
た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

付
加
年
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
第
三
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
）

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
受
け
て
い
る
方

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方

付
加
年
金
加
入
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

◆
申
請
場
所

各
庁
舎
総
合
窓
口
又
は
小
城
庁

舎
国
保
年
金
課

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

古
川
・
岩
本

　

☎　

−
８
８
０
２

７３
訪
問
指
導
看
護
師
募
集

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
に
対
し
て
、
適
切
な
受
診
方

法
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
訪

問
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
く
看
護

師
を
募
集
し
ま
す
。

１
、
雇
用
条
件

◆
雇
用
期
間

　

平
成　

年　

月
１
日
～　
　
　

２２

１０平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

◆
勤
務
日
数　

月　

日
以
内

１０

◆
勤
務
時
間
（
原
則
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

◆
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

◆
賃
金　

日
額　

７
、
０
０
０
円

　
　
　
　

※
支
給
日　

翌
月　

日
１５

◆
必
要
な
資
格　

　

看
護
師
・
自
動
車
運
転
免
許

２
、
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
郵
送
、
ま
た
は
小

城
庁
舎
国
保
年
金
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

・
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
付
）

・
必
要
な
資
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

３
、
申
込
〆
切　

９
月　

日
（
金
）

１７

４
、
選
考
方
法

　

書
類
選
考
及
び
面
接

※
面
接
日
時
は
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

坂
田
・
高
塚

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

芦
刈
農
村
環
境
改
善
セ 

ン
タ
ー
を
９
月
末
に
閉 

館
し
ま
す　
　
　
　
　

芦
刈
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
図
書
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
含

む
）を
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
交

流
ホ
ー
ル
、
図
書
室
・
会
議
室
の

充
実
等
）
に
大
規
模
改
修
す
る
た

め
、
９
月
末
に
閉
館
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
（
約
１
年
）
は
、

改
善
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
室

の
農
業
委
員
会
も
９
月　

日（
月
）

２７

か
ら
芦
刈
庁
舎
１
階
に
引
っ
越
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
整
備
推
進
室

　
（
芦
刈
庁
舎
）　

担
当　

田
中

　

☎　
−

８
８
２
６

６３

＜付加年金額＞
＝２００円×付加保険料納付月数
【例】
付加保険料（月額４００円）を１年間
（４，８００円）納めると６５歳から老齢基礎
年金の受給額が年間で２，４００円増
額され、生涯受け取れます。


